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本市を流れる一級河川重信川は、本市の上水道、工業用水、灌漑用水の重要な水源となってお

り、水利用の基盤をなしている。また、重信川の河川敷には多くの利用施設があり、石手川は市

街地近郊の親水空間として整備されている。さらに、川沿いにある泉や滝などの景勝地は市民の

憩いの場として親しまれており、市民は大きな恩恵を受けている。 

しかしながら、昭和 40 年代に入ってからの市街化の進展に伴って水質汚濁が進行し、重信川に

流入する支川をはじめ、久万川、宮前川等の中小河川では水質汚濁が慢性的なものとなっている。 

古くは伊予川とよばれた重信川は、松山平野をかたちづくった主体であり、中核市として発展

する本市にとってかけがえのないものである。この本市の命ともいえる重信川や市内河川の水質

を保全することは、重要な課題である。 

このため、本計画はこれらの河川で清流の復活を目指し、生活排水処理施設の整備や生活排水

に係る啓発など、市民と一体となった生活排水対策を積極的に推進し、快適な水環境を創造しよ

うとするものである。 

 

 
 

水質の環境基準は、海域では達成されているものの、河川（重信川水系）では岩堰橋で毎年達

成されていない。また、類型指定が行われていない市内河川で、水質が悪化している河川も見ら

れ、特に、久万川、太山寺川、宮前川、堂之元川では水質汚濁が著しい。 

これらをふまえ、本計画の目標を以下のように設定する。 

 

 

 

１．基本理念 

２．目標水質 

 

＜目  標＞ 

 

１．重信川水系では環境基準を達成する。 

 

２．市内河川では元気に泳ぐ魚が見られるような水辺環境を復活させる。 
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